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第 4章 ドイツにおける大学教授職の資格制度

木戸 裕

(東北大学大学院)

はじめに

ドイツの大学の特色として､①大学人学資格をもつ者に開かれている､②国家試験等に合格す

ることが卒業を意味している､③大学教授となるためには､その資格を国家試験により取得しな

ければならない､④州立大学が中心で授業料は徴収されない､⑤基本的に大学間に格差はない､

といった点が言われてきた｡

こうした特色をもつ ドイツの大学が､1980年代に始まる世界的な大学改革の潮流と､それを

背景としたボローニヤ ･プロセスと呼ばれるヨーロッパの高等教育改革の取り組みの中でかつて

ない変貌をとげている｡

その変化を具体的に見ると次のようになる｡① ｢入学制限｣が行われている専攻分野で､学生

の選抜にあたり当該大学が関与する度合が高くなった｡②学士､修士､博士という 3段階の高

等教育の構造が導入された｡③ジュニアプロフェッサーの制度が新設された｡④長期在学者を中

心に一定額の授業料が徴収されるようになった｡⑤教育面に重点を置いた私立大学が多数創設さ

れるようになった｡こうしたなかで､これまで ｢格差はない｣という前提のもとで発達してきた

ドイツの大学制度のなかで ｢エリー ト大学｣の選抜が行われ､さまざまな ｢大学ランキング｣も

登場するようになった｡

ヨーロッパでは､ボローニヤ ･プロセスに見られるように､ ｢ひとつのヨーロッパ｣を視野に

置いた一連の高等教育改革が進行している｡そのなかで､ ドイツの大学も ｢評価｣と ｢競争｣を

主体とするアメリカ型の大学-と変貌しつつあるように思われる｡ 同時に､中世以来､ ドイツの

大学が築いてきた長い伝統を現代にどのように活かしていくかが課題となっている｡

以上のようなドイツの大学をめぐる現況を念頭に､以下ではドイツにおける大学教授職の資格

制度について､まず全体的な概観をし､次に所定の調査項目ごとに順次､その調査結果を報告す

る1｡

1以下とくに出所を明記していない場合は､現地での聞き取り､訪問機関､訪問者からの説明資料等にもとづいている｡
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ることが卒策を意味している､③大学教授となるためには､その資格を国家試験により取得しな
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といった点が言われてきた｡
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背朱としたポロ一二ヤ･プロセスと呼ばれるヨーロッパの高等教育改革の取り組みの中でかつて
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の選抜にあたり当該大学が関与する度合が(:石くなった.②学士､修士､博士という 3段階の芹.q

等教育の構造が導入された｡③シュニアプロフェッサーの制度が新設された.(彰長期在学者を中

心に一定額の授黙料が徴収されるようになった｡⑤教育面に重点を1泣いた私立大学が多数創設さ
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ドイツの大学制度のなかで ｢エリー ト大学｣の選抜が行われ､さまざまな ｢大学ランキング｣も

登場するようになった｡

ヨーロッパでは､ポロ一二ヤ ･プロセスに見られるように､ ｢ひとつのヨーロッパ｣を視野に
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1.全体の概観

ドイツにおける大学教授システムは､今 日従来の仕組みが大きな変貌を遂げている2｡以下で

は､2002年 5月に行われた ｢大学大綱法｣3の第 5次改正を中心に紹介しながら､新しい制度に

ついて概観する｡

1-1.これまでの制度

ドイツでは､教授 (Professor)に 3ランクあり､官吏公務員 (Beamte)4に適用される俸給

表のうちのCという給与表が適用され､C1が助手､C2､C3､C4が教授となっている｡

図 1にあるように､国家試験､ディブローム試験等に合格 して大学を､ ドイツ的な意味で

｢卒業｣するのが平均して 28歳である｡ 大学教授になるには､このあとパー トタイムの学術補

助員 (wissenschaftlicheHilfskraft)等をつとめながら教授の指導のもとで博士号を取得する｡

これが大体 32歳である｡

このあと､C1の助手 (Assistent)になる｡ 助手には最長 6年間という任期が設定されている｡

助手､あるいは学術協力者 (助手は官吏の扱いでC1の給与表を適用されるが､学術協力者は､

｢労働協約｣5により雇用される)を務めながら大学教授資格を取得する｡ これが約 39歳であ

る｡

この資格を取得してはじめて､大学教授になるための要件を充たすことになり､公募に応じ､

採 用 され れ ば､C2の教授 のポ ス トにつ くこ とにな る ｡ C2の教授 は､上級助 手

(Oberassistent)､大学講師 (Hochschuldozent)とも呼ばれ､任期が設けられている (上級

助手 :4年､大学講師 :6年)｡ C3､C4の教授は､終身である｡

2木戸 (2009a)を参照｡

3以下､｢大学大綱法｣(Hochschulrahmengesetz,以下､随時HRGと略)の訳文は､2007年 4月最終改正の条文に拠る｡な

お､｢ドイツ連邦共和国基本法｣では､教育 ･文化の領域に関しては､基本法が特段の定めを設けない限り州が権限を有すると

されている｡ これは州の｢文化高権｣(Kulturhoheit)と呼ばれている｡2006年の基本法改正により､州の文化高権が､さらに

強化されることになり､従来連邦がもっていた ｢大学制度の基本原則について大綱立法を行 う権限｣などが削除され､連邦が

もつ権限は､ ｢大学の認可と閉鎖｣､ ｢職業教育-の助成｣､ ｢学術研究の振興｣などを残すのみとなった (山口 (2006)

を参照)｡こうした連邦制度 (F6deralismusreform)の一環として大学大綱法も廃止されることになり､各州､各大学で改

革が推進されることになった改革｡全 ドイツ一律に大学のスタンダー ドを定めた大学大綱法を廃止することにより､各大学の

自由と自律を尊重し､競争力を高め､国が詳細に関与することを排除することがその目的とされている｡ただし廃止といって

も､大学大綱法で規定されている内容が否定されるというのではなく､連邦政府が大学制度を規律することを廃止するもので

ある｡ 廃止の期 日は､2008年 10月 1日とされていたが､現時点 (2011年 3月)ではまだ廃止されていない｡

43｢大学教員の身分 ･地位｣を参照｡

5同上｡

1 全体の概観
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ついて概観する.

1-1 これまでの制度

ドイツでは､教授 (Professor)に 3ランクあ り､官吏公務13 (Beamte)4に適用される悼給

毅の うちの Cとい う給与表が適用され､Clが助手､C2､C3､C4が教授 となっている｡

図 1にあるように､国家訳験､デ ィブローム駅験等に合格 して大学を､ ドイツ的な意味で

｢卒業Jするのが平均 して 28歳である｡大学教授になるには､このあとパー トタイムの学術榔

助員 (wISSenSChartllChellllfskraft)等をつとめながら教授の指導のもとで博士号を取得するD

これが大体 32歳である.

このあと､Clの助手 (As sIStent)になる｡助手には瓜良6年F7j】とい う任期が設定されているQ

助手､あるいは学術協力者 (助手は官吏の扱いで Clの給与表を適用されるが､学術協力者は､

｢ラ;働払約｣5により屈用される)を務めながら大学数授資格を取得する｡ これが約 39歳であ

る｡

この資格を取得 しては じめて､大学教授になるための要件を充たすことにな り､公掛 こ応 じ､

採 川 され れ ば ､C2 の 教 授 の ポ ス トに つ く こ とに な る｡ C2 の 教 授 は ､ 上 級 助 手

(Oberasslstent)､大学講師 (Hochschuldo25ent)とも呼ばれ､任期が破けられている (上級

助手 4年､大学gW師 6年)｡C3､C4の教授は､終身である｡

2木戸 (2009a)を串軌

3以下 ｢大/+大締軌 (H｡℃hscht]Lrahmengesetx 以下 附きHEtGと略)の訳文は.2007叫こ4JJJa終改Jl=の条文に拠る｡な

お.Tドイツ迎知共和LAl.C本法｣では,救命 文化の領域に関しては.此本法が特段の定d)を器とけない限り州が種別を布すると

されているこれは州のr文化何棟｣(KuLturhoheLt)と呼ばれている.2006叫の鹿本牡改止により 州の文化1･[?)棟が さらに

もつ様似は.r大'+の温,ITとm新｣､r峨票数‡F-の助城｣.r/1'-術研究のtF(舛｣などを班すのみとなった (日日｢(2006)

を参脳 )｡こうした迎邦制度 (rlodcraL)弓muSrCrOrm)の-faとして大半大491法も腐Irされることになり,各州.各大7+で改

帯が推進されることになった改札 全ドイツ 経に大半のスタ/ダードを定めた大学大綱法を姫川することにより 各大亡f-の

fHhとドf印を帝ilfL､競イr力を,,.I.め.凶が詳細に関与することを俳騒することがその日的とされている｡ただし煉りといって

も 大学大綱牡で脱走されている巾谷が否定されるというのではなく､連邦政〃榊､大乙(一制度を加経することを雌Ilするもので

ある｡塊｣rーの糊ヒ=ま､2008咋10ノ1日】とされていたが､現時/1(20日叫3Jl)ではまだ脱目されていない｡

13T大'+教良の身JJ) 地比｣を参軌

LLr･1上.

1 全体の概観

ドイツにおける大学教授システムは､今 日従来の仕組みが大きな変貌を遂げている2｡以下で

は､2002年 5月に行われた ｢大学大綱法｣)の第 5次改正を中心に紹介 しながら､新 しい制度に

ついて概観する.

1-1 これまでの制度

ドイツでは､教授 (Professor)に 3ランクあ り､官吏公務13 (Beamte)4に適用される俸給

表の うちの Cとい う給与表が適用され､Clが助手､C2､C3､C4が教授 となっている｡

図 1にあるように､国家訳験､デ ィブローム訳験等に合格 して大学を､ ドイツ的な意味で

｢卒楽Jするのが平均 して 28歳である｡大学教授になるには､このあとパー トタイムの学術榔

助員 (wISSenSChaftllChellllfskrart)等をつとめながら教授の指導のもとで博士号を取得するD

これが大体32歳である.

このあと､Clの助手 (AssIStent)になる｡助手には曲良6年F7j】とい う任期が設定されているQ

助手､あるいは学術協力者 (助手は官吏の扱いで C1の給与表を適用されるが､学術協力者は､

｢ラ;働払約｣5により屈用 される)を務めながら大学教授玲格を収相する｡ これが約 39歳であ

る｡

この資格を取得 しては じめて､大学教授になるための要件を充たすことにな り､公掛 こ応 じ､

採川 され れ ば ､C2 の 教 授 の ポ ス トに つ く こ とに な る｡C2 の 教 授 は ､ 上 級 助 手

(Oberasslstent)､大学吉光師 (Hochschuldo25ent) とも呼ばれ､任期が破けられている (上級

助手 4年､大学冨粧師 6年)｡C3､C4の教授は､終身である｡

2木戸 (2009a)を参LXl.

3以下 ｢大/+大抑軌 (H｡椎hscht]Lrahmengesetx,以下 随時HRGと略)の訳文は.2007叫4JJJ正銘改Jl=の条文に拠る｡な

お.rドイツ迎知共和LAl.I.本法｣では,救命 文化の領域に関しては鹿本法が特段の定めを放けない限り州が種別を右すると

されているこれは州のr文化luT棟｣(KuLturhoheLt)と呼ばれている.2006叫の成木牡改止により 州の文化1･[?)権が さらに

らっ様似は.r大-i-の温,ITとm新｣､ r俄票数‡i-の助城｣､ r/1'-術研究の坂井｣などを成すのみとなった (lL‖｢(2006)

帯が推進されることになった改札 全ドイツ 経に大半のスタンダードを在めた大¥大綱法を姫川することにより､各大亡f-の

自由と日印を称ilfL､競Jlr力を,,.I.め.凶が詳細に関与することを排騒することがその日的とされている｡ただし煉りといって

も､大学大綱牡で脱走されている巾谷が否定されるというのではなく､連邦故昨fが大乙(一制度を加経することを雌Il一するもので

ある｡と耗｣rーの脚Ljは､20081r-lOノ1日】とされていたが､現時/l(20日叫3Jl)ではまだ脱目されていない｡

13T大'j:教良の身分 地位｣を参軌

LLr･lL.

1 全体の概観

ドイツにおける大学教授システムは､今 日従来の仕組みが大きな変貌を遂げている2｡以下で

は､2002年 5月に行われた ｢大学大綱法｣)の第 5次改正を中心に紹介 しながら､新 しい制度に

ついて概観する.

1-1 これまでの制度

ドイツでは､教授 (Professor)に 3ランクあ り､官吏公務13 (Beamte)4に適用される俸給

表の うちの Cとい う給与袈が適用され､Clが助手､C2､C3､C4が教授 となっている｡

図 1にあるように､国家訳験､デ ィブローム訳験等に合格 して大学を､ ドイツ的な意味で

｢卒楽Jするのが平均 して 28歳である｡大学教授になるには､このあとパー トタイムの学術榔

助員 (wISSenSChartLICheHllfskrart)等をつとめながら教授の指導のもとで博士号を取得するD

これが大体 32歳である.

このあと､Clの助手 (AssIStent)になる｡助手には曲良6年F捌とい う任期が設定されているQ

助手､あるいは学術協力者 (助手は官吏の扱いで C1の給与表を適用されるが､学術協力者は､

｢ブ;働払約｣5により屈用 される)を務めながら大学教授資格を取符する｡ これが約 39歳であ

る｡

この資格を取得 しては じめて､大学教授になるための要件を充たすことにな り､公掛 こ応 じ､

採 川 され れ ば ､C2 の 教 授 の ポ ス トに つ く こ とに な る｡ C2 の 教 授 は ､ 上 級 助 手

(Oberass)scent)､大学講師 (Hochschuldozent) とも呼ばれ､任期が設けられている (上級

助手 4年､大学冨椎師 6年)｡C3､C4の教授は,終身である｡

2木戸 (2009a)を参軌

3以下 ｢大/+大柳軌 (H｡粍hscht]LrahmengeSetX,以下 附きHFtGと略)の訳文は.2007叫4JIJ正銘改止の条文に拠る｡な

お.rドイツ迎知共和LdJ.ti本法｣では,教ii文化の領域に関しては.此本法が特段のをd)を1貨けない限り州が織朋を布すると

されているこれは州のr文化("1様｣(KulturhoheLt)と呼ばれている.2006伴の成木娃改止により 州の文化1･[?J権が さらに

らっ様似は r大イの温,llとm新｣､ r満男教諭への助城｣､ r/1'-術研究の坂典｣などを成すのみとなった (日日｢(2006)

JFが経過されることになった改札 全ドイツ~経に大半のスタンダードを定めた大半大綱法を姫川することにより､各大亡f-の

Fl両と日印を帝iEL､態やカを.,.I)め.凶が詳細に関与することを俳騒することがその日的とされている｡ただし廃山といって

も 大学大綱牡で脱走されている内省が否定されるというのではなく､連邦攻昨fが大乙(一制度を加経することを塊II一するもので

ある｡塊｣rーの卿ヒ=ま､20081FIOJl1E】とされていたが､現時Jl(20日叫3Jl)ではまだ鮮目されていない｡

13r大'j改良の身分 他仇 を参軌

トhlL.
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なお､ ドイツの特色として､C2からC3､ C3からC4というように一段高いランクに移るた

めには､大学を変わらなければならないというのが原則となっている (同一学内招聴禁止)｡

以上が従来の大学教授任用システムである｡こうしたシステムが､近年大きな変貌をとげるこ

とになった｡

図1 大学教授に至る道 (これまで)

なお､ ドイツの特色として､C2からC3､ C3からC4というように一段高いランクに移るた

めには､大学を変わらなければならないというのが原則となっている (同一学内招聴禁止)0

以上が従来の大学教授任用システムである｡こうしたシステムが､近年大きな変貌をとげるこ

とになった｡

図1 大学教授に至る道 (これまで)

なお､ ドイツの特色として､C2からC3､ C3からC4というように一段高いランクに移るた

めには､大学を変わらなければならないというのが原則となっている (同一学内招聴禁止)0

以上が従来の大学教授任用システムである｡こうしたシステムが､近年大きな変貌をとげるこ

とになった｡

図1 大学教授に至る道 (これまで)
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なお､ドイツの特色として､C2からC3､ C3からC4というように一段高いランクに移るた

めには､大学を変わらなければならないというのが原則となっている (同一学内招聴禁止)｡

以上が従来の大学教授任用システムである｡こうしたシステムが､近年大きな変貌をとげるこ

とになった｡

図1 大学教授に至る道 (これまで)

なお､ ドイツの特色として､C2からC3､ C3からC4というように一段高いランクに移るた

めには､大学を変わらなければならないというのが原則となっている (同一学内招聴禁止)｡

以上が従来の大学教授任用システムである｡こうしたシステムが､近年大きな変貌をとげるこ

とになった｡

図1 大学教授に至る道 (これまで)
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注 :医学の場合の最長は､助手10年､上級助手6年､大学講師10年｡工学では上級助手の最長は
8年｡年齢の平均は､1986年の数字｡

(出典)PeisertundFramhein(1990),S.87.

1-2.新しい制度

前述の第5次改正大学大綱法では､ ｢大学教授資格｣について規定した第44条第2項が削除

され6､これとあわせて若手研究者のための ｢ジュニアプロフェッサー｣ (Juniorprofessur)の

制度が設けられることになった (HRG第47条,48条)｡ 図2が現在のシステムである｡

これまでのシステムでは､大学教授資格の取得まで年数がかかり､研究者の自立が遅いという

問題点が指摘されてきた｡新しいジュニアプロフェッサー制度では､30歳代前半で独立した研

究者を輩出することが目指されている｡ 今後､学生は､博士課程に学ぶことにより､27歳から

29歳くらいまでに博士号を取得する｡ そのあと 32歳くらいまでにジュニアプロフェッサーに

就任することが想定されている｡

ジュニアプロフェッサーに任用されるためには､博士号取得後､取得大学とは別の大学に異動

するか､すでに他大学で2年以上勤務していることが条件とされている｡

ジュニアプロフェッサーは､任期 3年となっており､さらに最大 3年までの延長が可能とな

っている｡ このように今後､教授は､基本的にジュニアプロフェッサーを経験した者のなかから

選考されることとなった｡

また､ジュニアプロフェッサー以外でも､実社会または外国の大学での研究活動を経て､教授

に招聴される道も開かれており､研究者の流動性向上と大学の活性化が志向されている｡

なお､2002年の改正では､大学教授の俸給についても､次のような変更が加えられた｡すな

わち､従来は基本給の他に年齢に応じた手当てが加算されてきたが､今後は加算される手当ては

業績と連動したものとなった｡具体的には､これまでの C1(助手に相当)､C2､C3､C4(い

ずれも教授に相当｡C2は講師も含む)という俸給表が､Wl､W2､W3になり､2002年の導入

時点でWlは3,260ユーロ､W2は3,724ユーロ､W3は4,522ユーロが基本給となっている｡

Wlはジュニアプロフェッサーに適用され､W2､W3がこれまでのC2､ C3､ C4の教授に相当

する｡ この基本額に業績給が加算される｡ ただし､現在 ｢C俸給表｣を適用されている者は､

｢W 俸給表｣に移行しない｡ ｢W 俸給表｣は､新たに任用される職位に就く者に対して適用さ

れる｡

6 ｢大学大綱法｣からは削除されたが､大学教授資格制度が廃止されたわけではない｡各州の大学法､各大学の規程で､大学

教授資格について規定されることになった｡

法 医学の場合の磁長は､助手10年､上級助手6年､大学講師10年｡工学では上級助手の成長は
8年｡年齢の平均は､1986年の数字｡
(出典)PelSertundFramheln(1990),S87

1-2 新しい制度

前述の第5次改正大学大鞘法では､ r大学数授資格｣について規定した第44桑折2項が削除

され6､これとあわせて若手研究者のための ｢ジュニアプロフェッサー｣ (Jun10rprOfessur)の

制度が設けられることになった (HRG第47条,48粂)｡匡】2が現在のシステムであるO

これまでのシステムでは､大学数授資格の取得まで年数がかかり､研究者の自立が遅いという

聞胤点が指摘されてきた.新しいジュニアプロフェッサー制度では､30歳代前半で独立した研

究者を萩山することが目指されている｡今後､学生は､博士課程に学ぶことにより､27歳から

29歳くらいまでに博士号を取得するoそのあと 32歳くらいまでにシュ二アプロフェッサーに

就任することが想定されている.

シュニアプロフェッサーに任用されるためには､博士号取不lf後､取得大学とは別の大学に異動

するか､すでに他大学で2年以上勤務していることが条件とされている｡

シュニアプロフェッサーは､任期 3年となっており､さらに戚大 3年までの延長が可能とな

っている｡このように今後､教授は､基本的にジュニアプロフェッサーを経験した者のなかから

選考されることとなった｡

また､ ソユニアプロフェッサー以外でも､実社会または外国の大草での研究活動を経て､教授

に招】略される道t)開かれており､研究者の流動性向上と大学の活性化が志向されている｡

なお､2002年の改正では､大学教授の俸給についても､次のような変更が加えられた｡すな

わち､従来は基本給の他に年齢に応じた手当てが力‖罪されてきたが､今後は加芥される手当ては

黙続と連動したものとなった.具体的には､これまでの Cl(助手に相当)､C2､C3､C4(い

ずれも教授に相当｡C2は講師も含む)という俸給穀が､Wl､W2､W3になり､2002年の導入

時点でWlは3,260ユーロ､W2は3,724ユーロ､W3は4,522ユーロが基本給となっているc

Wlはジュニアプロフェッサーに適用され,W2､W3がこれまでのC2､C3,C4の教授に相当

する｡この基本郷に業績給が加辞される｡ただし､現在 ｢C体給表｣を適用されている名は､

｢W 俸給表｣に移行しないo ｢W俸給表｣は､新たに任用される職位に就く省に対して適用さ

れる｡

6｢大+大群軌 からは削除されたが 大+教授栄枯制度が軌 lされたわけではない｡各州の大+汰.各大7+のBi和で,大+

教授資格について規定されることになった｡

注 医学の場合の戯長は､助手10年､上級助手6年､大学講師10年｡工学では上級助手の殺長は
8年｡年齢の平均は.1986年の数字｡
(出兆)PelSertundFramheln(1990),S87

1-2 新しい制度

前述の虎,5次改正大学大耕法では､ r大学数授資格｣について規定した第44粂舞 2項が削除

され6､これとあわせて若手研究者のための ｢ジュニアプロフェッサー｣ (JunlOrprOfessur)の

制度が設けられることになった (HRG第47条,48粂)｡図2が現在のシステムである｡

これまでのシステムでは､大学数授資格の取村まで年数がかかり､研究者の自立が遅いという

fLH胤東が指摘されてきた｡新しいジュニアプロフェッサー制度では､30石貨代前半で独立した研

究者を米山することが目指されている｡今後､学生は,博士言張櫛に学ぶことにより､27歳から

29按くらいまでに博士号を取手等する.そのあと 32歳くらいまでにシュ二アプロフェッサーに

就任することが想定されている.

ジュニアプロフェッサーに任用されるためには､博士号取キミ主後､取得大学とは別の大学に共助

するか､すでに他大学で2年以上勤務していることが条件とされている｡

シュニアプロフェッサーは､任期 3年となっており､さらに股大 3年までの延長が可能とな

っている｡このように今後.教授は､基本的にジュニアプロフェッサ-を経験した者のなかから

選考されることとなった｡

また､ジュニアプロフェッサー以外でも､実社会または外国の大学での研究活動を経て､教授

に招偲される道も開かれており､研究者の流動性向上と大学の活性化が志向されている｡

なお､2002年の改正では､大学教授の俸給についても､次のような変吏が加えられたbすな

わち､従来は基本給の他に年齢に応じた手当てが加罪されてきたが､今後は加罪される手当ては

炎続と連動したものとなった｡具体的には､これまでの Cl(助手に相当)､C2､C3､C4(い

ずれも教授に相当.C2は講師も含む)という倖給束が､Wl､W2､W3になり､2002年の導入

時点でWlは3,260ユーロ､W2は3,724ユ-ロ､W3は4,522ユーロが基本給となっているc

Wlはジュニアプロフェッサ-に適用され､W2､W3がこれまでのC2､C3,C4の教授に相当

する｡この基本鮒に業績給が加罪される｡ただし､現在 ｢C体給衷｣を適用されている名は､

｢W 俸給表｣に移行しない ｡ rW 俸給表｣は､新たに任用される職位に就く省に対して適用さ

れる｡

6｢大半大鞘軌 からは削除されたが､大+教授栄栴制度が娠Il_されたわけではない.各州の大+法 各大+の地相で 大+

教投資柿について脱退されることになった｡

注 医学の場合の成長は､助手10年､上級助手6年､大学講節10年｡工学では上級助手の殺長は
8年｡年齢の平均は､1986年の数字｡
(出兆)PelSertundFramheLn(1990),S87

1-2 新しい制度

前述の弟 5次改正大学大綱法では､ ｢大学教授資格｣について規定した第44粂策 2項が削除

され6､これとあわせて若手研究者のための ｢ジュニアプロフェッサー｣ (JunlOrprOfessur)の

制度が設けられることになった (HRG第47条,48粂)O図2が現在のシステムである｡

これまでのシステムでは､大学数授資格の取村まで年数がかかり､研究者の自立が遅いという

悶REl.点が指摘されてきた｡新しいジュニアプロフェッサー制度では､30右別ヒ前半で独立した研

究者を米山することが目指されている｡今後､学生は,博士課程に学ぶことにより､27歳から

29按くらいまでに博士号を取得するQそのあと 32歳くらいまでにシュ二アプロフェッサーに

就任することが想定されている.

ジュニアプロフェッサーに任用されるためには､博士号取茶主後､取得大学とは別の大学に典勤

するか､すでに他大学で2年以上勤務していることが条件とされている｡

シュニアプロフェッサーは､任期 3年となっており､さらに放火 3年までの延長が可能とな

っている｡このように今後.教授は､基本的にジュニアプロフェッサ-を経験した者のなかから

選考されることとなった.

また､ジュニアプロフェッサー以外でも､実社会または外国の大学での研究活動を経て,教授

に招偲される道も開かれており､研究者の流動性向上と大学の活性化が志向されている｡

なお､2002年の改正では､大学教授の俸給についても､次のような変丈が加えられたbすな

わち､従来は基本給の他に年齢に応じた手当てが加第されてきたが､今後は加罪される手当ては

糸筋と連動したものとなった｡具体的には､これまでの Cl(助手に相当)､C2､C3､C4(い

ずれも教授に相当.C2は講師も含む)という体給架が､Wl､W2､W3になり､2002年の導入

時点でWlは3,260ユーロ､W2は3,724ユ-ロ､W3は4,522ユーロが基本給となっているc

Wlはジュニアプロフェッサ-に適用され､W2､W3がこれまでのC2､C3､C4の教授に相当

する｡この基本柳に業績給が加罪されるoただし､現在 ｢C体給衷｣を適用されている名は､

｢W俸給表｣に移行しない｡｢W 俸給表｣は､新たに任用される職位に就く者に対して適用さ

れる｡

6｢大半大鞘軌 からは削除されたが､大+教授栄栴制度が胤l_されたわけではない.各州の大+法 令大+の地相で 大学

教授資格について脱退されることになった｡

法 医学の場合の戯長は､助手10年､上級助手6年､大学講師10年｡工学では上級助手の殺長は
8年｡年齢の平均は.1986年の数字｡
(出iJk)PelSertundFramheLn(1990).S87

1-2 新しい制度

前述の第5次改正大学大綱法では､ ｢大学数授資格｣について規定した第44粂蔑2項が削除

され6､これとあわせて若手研究者のための ｢ジュニアプロフェッサー｣ (JunlOrprOfessur)の

制度が設けられることになった (HRG第47条,48粂)O煙】2が現在のシステムである｡

これまでのシステムでは.大学教授資格の取村まで年数がかかり､研究者の自立が遅いという

悶上乱点が指摘されてきた｡新しいジュニアプロフェッサ-制度では､30品別t前半で独立した研

究者を韮山することが目指されている｡今後､学生は､博士課程に学ぶことにより､27歳から

29歳くらいまでに博士号を取得するQそのあと 32歳くらいまでにシュ二アプロフェッサーに

就任することが想定されている.

ジュニアプロフェッサーに任用されるためには､博士号取キミ主後､取得大学とは別の大学に兄動

するか､すでに他大学で2年以上勤務していることが条件とされている｡

シュニアプロフェッサーは､任期 3年となっており､さらに股大 3年までの延長が可能とな

っている｡このように今後､教授は､韮本的にジュニアプロフェッサ-を経験した者のなかから

選考されることとなった.

また､ジュニアプロフェッサー以外でも､実社会または外国の大学での研究活動を経て､教授

に招偲される道も開かれており､研究者の流動性向上と大学の活性化が志向されている｡

なお､2002年の改正では､大学教授の俸給についても､次のような変更が加えられたbすな

わち､従来は基本給の他に年齢に応じた手当てが加罪されてきたが､今後は加許される手当ては

光続と連 動したものとなった｡具体的には､これまでの Cl(助手に相当)､C2､C3､C4(い

ずれも教授に相当.C2は講師も含む)という俸給架が､Wl､W2､W3になり､2002年の導入

時点でWlは3,260ユーロ､W2は3,724ユ-ロ､W3は4,522ユーロが基本給となっているc

Wlはジュニアプロフェッサ-に適用され､W2､W3がこれまでのC2､C3､C4の教授に相当

する｡この基本緋に業績給が加弟されるoただし､現在 ｢C俸給表｣を適用されている名は､

｢W 俸給表｣に移行しない. rW 俸給表｣は､新たに任用される職位に就く者に対して適用さ

れる.

6｢大+大群軌 からはn･J旅されたが､大十教授貸柿制度が鍵.l_されたわけではない.各州の大学法.各大学のM 丘で.大/+

教授袈f糾こついて鬼止されることになった.
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図2 大学教授に至る道 (現在)
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原注1:教授の任用は ｢終身教授｣ (ProfessurenaufLebenszeit)｡ 教授になる前に､任期制

が適用されるジュニア ･プロフェッサーとしての勤務が必要｡ジュニア ･プロフェッサ

ーから教授-の昇任にあたっては ｢同一学内招聴禁止｣ (Haus-berufungsverbot)は適
用されない｡ただし､ジュニア ･プロフェッサーに任用される前に大学を替わっていな

ければならない｡学術協力者の場合には､ ｢同一学内招聴禁止｣が適用される｡学術協

力者､大学以外で､あるいは外国における職業活動により資格を充たしている者を教授

に任用する場合は､期限付きの採用となる｡

原注2:少なくともジュニア ･プロフェッサーに相当すると見なされる教員経験が証明される場

合は､例外的に任期を設定しない任用が可能である｡

原注3:6年間という任期の例外は､たとえば母性保護など大学大綱法第50条第3項に規定されて

いる場合に限る｡

原注4:この段階中､たとえば学術協力者としての活動､研究プロジェクト-の参加､外国滞在

などが可能である｡

図2 大学教授に至る道 (現在)
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ljiミ注1 教授の任用は ｢終身教授｣ (ProfessurenaufLebens2,elt)O教授になる前に､任Jgl制

が適用されるンユニア ･プロフェッサーとしての勤務が必乳 ジュニア ･プロフェッサ

ーから教授-の昇任にあたっては ｢同一学内招聯禁止｣ (Haus-berufungsverbot)は適
用されない｡ただし､ジュニア ･プロフェッサーに任用される前に大学を替わっていな

ければならない｡学術協力者のya,L合には､ ｢同一学内招恥禁止｣が適用されるO学術協

力者､大学以外で､あるいは外国における職業活動により資格を充たしている名を教授

に任用する場合は､期限付きの採用となる｡

原注2 少なくともジュニア ･プロフェッサーに相当すると見なされる教fl経験が師明される場

合は､例外的に任期を設定しない任用が可能である｡

Iiミ注3 6年間という任)朗の例外は､たとえば母性保護など大学大綱法界50粂第3項に規定されて

いる場合に限る｡

原注4 この段階中､たとえば学術協力者としての活動､研究プロシェク ト-の参加､外国滞在

などが可能である｡

図2 大学教授に至る道 (現在)

33_3832-3529-32 教授l

■ ㌧

学術路力材 大乍以外または外国における括動によるrt格 t桑所動による軒

l

27-29

24-26

JJiて注1 教授の任用は ｢終身教授｣ (ProfessurenaufLebens2,elt)O教授になる前に､任l那?)

が適用されるジュニア ･プロフェyサーとしての劾按が必乳 ジュニア ･プロフェッサ

ーから教授-の昇任にあたっては ｢同一学内椙牌禁止｣ (Haus-berufungsverbot)は適
用されない｡ただし､シュ二ア ･プロフェッサーに任用される前に大学を替わっていな

ければならないC学術協力者の場合には､ r同一学内招恥禁止｣が適用される｡学術協

力者､大学以外で､あるいは外国における職業活動により資格を充たしている者を教授

に任用する場合は､期限付きの採用となる.

原注2 少なくとt)ジュニア ･プロフェッサーに相当すると見なされる教fl経験がgn:明される場

合は､例外的に任期を設定しない任用が可能である｡

上釈注3 6年間という任賊の例外は､たとえば母性保護など大学大綱法第50粂第3項に規定されて

いる場合に限る｡

原注4 この段階中､たとえば学術協力者としての活動､研究プロジェク ト-の参加､外国滞在

などが可能である｡
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講師 ･助手は､(i)大学講師 (Hochschuldozenten)､(ii)上級助手 (Oberassistenten)､

(iii)上級技術者 (Oberingenieure)､(iv)学術助手 ･芸術助手 (wissenschaftlichebzw.

ktlnstlerischeAssistenten)に分類できる｡

(2)の ｢兼務で学術的 ･芸術的活動に従事する者｣には､次のような種類がある｡

① 客員教授､退職教授 (Gastprofessoren,Emeriti)

② 教育受託者 (Lehrbeauftragte)｡ このなかには､名誉教授9 (Honorarprofessoren)､

私講師 (Privatdozenten)､定員外教授 (auL3erplanmaL3igeProfessoren)が含まれる｡

③ 学術 (芸術)補助貞 (wissenschaftliche(oderktinstlerische)Hilfskrafte)

※関連する ｢大学大綱法｣10の条文

第42条 本務の学術職員及び芸術職員

本務で従事する大学の学術職員及び芸術職員は､とりわけ大学教員 (教授及びジュニアプ

ロフェッサー)､学術協力者及び芸術協力者､並びに特別任務教員 (Lehrkraftenftir

besondereAu短aben)から構成される｡ 男女同等の遂行のために､女性は､適性､能力､専

門的達成 (基本法第 33条第 2項)の優先を考慮して､促進される｡促進の目的は､とりわけ

学術における女性の割合を高めることである｡

第43条 大学教員の職務上の任務

大学教員は､その者の勤務関係の詳細な形成にもとづき､その者が所属する大学に課せら

れている任務を､その者の専門領域の学術及び芸術､研究､教育及び継続教育において､独

立して担う｡

第48条 ジュニアプロフェッサーの服務法上の地位

(1) ジュニアプロフェッサーに関しては､ 2段階の勤務関係が定められる｡ この勤務関係

は､合計して 6年間を超えないものとする｡ 第 2段階の延長は､ジュニアプロフェッサ

ーが大学教員として実証された場合に行われる｡ その他の場合は､1年間まで認められ

ることができる｡

(2) ジュニアプロフェッサーが期限付き官吏として任用される場合､この法律が別段の定め

を設けない限り､終身官吏に適用される規定が準用される｡

81で見たように､2005年 1月 1日から rw俸給制度 (WBesordung) ｣が導入されているが､現在 ｢俸給表 C｣の対象者には

適用されない｡

9ドイツの名誉教授とは､特定の専門分野について､学生に ｢教授する名誉｣を与えられた者をいう｡わが国で言えば､非常

勤講師に相当する｡

10以下､｢大学大綱法｣は､法務省ホームページ (http://bundesrecht.iuris.de/hrg/index.html)に掲載された 2007年 4月の最終

改正にもとづく条文に拠る｡

講師 ･助手は､(1)大学講師 (Hochschuldozenten)､(ll)上級助手 (OberassIStenten)､

(‖】)上級技術者 (Oberlngenleure) (lV)学術助手 ･芸術助手 (wISSenSChaftllChebzw

kunstler)scheAssIStenten)に分類できる.

(2)の ｢jIft務で学術的 ･芸術的活動に従耶する者｣には､次のような種類がある｡

① 客員教授､退職教授 (Gastproressoren,Emerltl)

② 教育受託者 (Lehrbeauftragte)｡このなかには､名誉教授9(Honorarprofessoren)､

私吉祥師 (PrlVatdozenteI-)､定fl外教授 (auLierplanmaL31geProfessoren)が含まれる｡

@ 学術 (芸術)補助員 (wISSenSChaftlLChe(oderkunstlerlSChe)Hllfskrafte)

※撰J迦する ｢大学大綱法｣10の条文

第42粂 本務の学術職鼻及び芸術職員

本務で従郡する大学の学術暇臼及び芸術脚臼は､とりわけ大学数日 (教授及びジュニアプ

ロフェッサー)､学術協力者及び芸術協力者､並びに特別任務教員 (Lehrkraftenfur

besondereAurgaben)から構成される093女同等の遂行のために､女性は､適性､能力､専

門的達成 (基本法第 33粂第 2項)の優先を考慮して､促進される｡促進の目的は､とりわけ

学術における女性の'Fl]qJ合を高めることである｡

第43条 大学教具の職務上の任務

大学教11は､その者の勤務憐】係の詳細な形成にもとづき､その者が所属する大草に挟せら

れている任務を､その者の中門領域の学術及び芸術､研究､教育及び継続教育において､独

立して担う｡

第48粂 ジュニアプロフェッサーの服務法上の地位

(1) ジュニアプロフェッサーに関しては､ 2段階の勤務関係が定められる｡この勤務関係

は､合計して 6年間を超えないものとする｡第 2段階の延長は､ンユニアプロフェッサ

ーが大学教員として実記三されたtSj3合に行われる｡その他の場合は､1年間まで認められ

ることができる｡

(2) ジュニアプロフェッサーが期限付き官吏として任用される場合､この法相が別段の定め

を設けない限り､終身官吏に適用される規定が畔用される.

81で見たように､2COSiFljJ1t]から rwL緒 制度 (wBeso,dune)｣が婦人されているが,現在 rt細 そC｣の対象者には

清川されない｡

9ドイツの名誉教授とは､特定の即 り分野について､半生に T#授する名刺 を与えられた者をいう｡わが国でユえは,非常

脚 に相当する｡

u以下､｢大半大網法｣は,法界ぢホームページ (htt.J/bundes,e｡htju,i,de/h,E/indexhtnn)に棚 された2007叫4jJの収終

改正にもとづく条文に拠る｡

講師 ･助手は､(l)大学講師 (Hochschuldozenten)､(l])上撒助手 (OberassIStenten)､

()1】)上級技術者 (Oberlngenleure) (】V)学術助手 ･芸術助手 (wISSenSChaftllCheb7,W

kunstlerlSCheAssIStenten)に分#iできる｡

(2)の r那亡務で学術的 ･芸術的活動に従祁する者｣には､次のような穂難がある｡

① 客員教授､退職教授 (Gastprofessoren,Emerltl)

② 教育受託者 (Lehrbeauftragte)｡このなかには､名誉教授9 (Honorarprofessoren)､

私署符節 (PrlVatdozenten)､定員外教授 (auLlerplanmaBlgeProfessoren)が含まれる｡

③ 学術 (芸術)郁助貞 (wISSenSChaftlLChe(oderkunstlerlSChe)Hllfskrafte)

※1業J迦する ｢大学大綱法J川の条文

第42粂 本務の学術職員及び芸術職員

本務で従?Jiする大学の学術職員及び芸術暇11は.とりわけ大学教fi(教授及びジュニアプ

ロフェッサ-)､学術協力者及び芸術協力者､並びに特別任務教fl (Lehrkraftenfur

besondereAufgaben)から構成される｡男女間,̂7t.)の遂行のために､女性は､適性､能力､専

門的達成 (基本放第 33粂第 2項)の優先を考慮して､促進される｡促進のEl的は､とりわけ

学術における女性の割合を和めることである｡

第43粂 大学教且の職務上の任務

大学教11は､その者の勤務rP日系の詳細な形成にi)とづき､その者が所属する大草に課せら

れている任務を､その者の中門領域の学術及び芸術､研究､教育及び継続教育において､独

立して担う｡

第48粂 ジュニアプロフェッサーの服務法上の地位

(1) ジュニアプロフェッサーに関しては､ 2段階の勤務関係が定められる｡この勤務関係

は､合計して 6年rF'53を超えないものとする｡第 2段階の延長は､ンユニアプロフェッサ

ーが大学教員として実証された勘合に行われる｡その他の場合は､1年Fhr】まで認められ

ることができる｡

(2) シュ二アプロフェッサーが期限付き官吏として任用される場合､この法綿が別段の定め

を設けない限り､終身官吏に適用される規定がitfi用される.

81で見たように,2CHnqilJ11t]からrw挿絵制度 (wBeso,dung)｣が埠入されているが,現在 r俸給裁 C｣の対数者には

溝川されない｡

9ドイツの名替教授とは､特定の.m 分野について,学生にT教授する名刺 を与えられた者をいう｡わが凹でJえば,非常

勤脚 に相当する｡

u以下､｢大学大網軌 は､法務省ホームページ(ht,oJ/bundesn｡htiu,i,den,E/仙 htnn)に抱赦された2CO川 二4ノ｣の瓜終

改ユニにもとづく条文に拠る｡
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第53条 学術協力者及び芸術協力者

(1)学術協力者は､学術的業務達成を課せられた官吏 (Beamte)及び職員 (Angestellte)を
いう｡医学の領域では､患者の扶養に従事することも学術的業務達成に含まれる｡理由が

認められる場合､学術協力者は､研究及び教育における任務を独立して遂行することがで

きる｡

(2)博士号の取得準備又は付加的な学術的達成の調達に必要とされる､期限付きで従事してい

る学術協力者は､その者の業務課題の枠内で､自分自身の学術的活動のための十分な機

会が与えられるものとする｡

(3)学術協力者の採用条件は､一般的な服務法上の条件の他に､原則として大学の学習を修了

していることである｡

(4)第 1項及び第2項は､芸術協力者にもこれを準用する｡

第55条 教育受託者 (Lehrbeau氏ragte)
授業を補完するために､教育任務はこれを委託することができる｡ 芸術大学においては､

ある専攻の授業提供の確保のためにも､教育任務は委託することができる｡ 教育受託者は､

その者に委託された教育使命を独立して遂行する｡ 教育任務の委託にあたっては､報酬が支

払われる｡ ただし､教育受託者が報酬を放棄する場合､又は教育の委託によって生じる負担

が本務の公勤務における活動の職務の算定にあたり対応した考慮が行われている場合はこの

限りではない｡

第56条 特別任務教員

大学教員採用の条件が要求していない､主として実践的な熟練及び知識が必要である場

合､これを本務として従事する特別任務教員に委託することができる｡

第53粂 学術協力者及び芸術協力者

(I)学術協力者は､学術的菜務達成を瓢せられた官吏 (Beamte)及び職員 (Angestellte)杏

いう｡医学の切域では､恕者の扶毅に従事することも学術的業務達成に含まれる｡理由が

認められる場合､学術協力者は､研究及び教育における任務を独立して遂行することがで

きる｡

(2)博士号の取得鞭備又は付加的な学術的達成の調達に必姿とされる､IgH眼付きで従非してい

る学術協力者は､その者の業務取越の枠内で､自分自身の学術的活動のための十分な機

会が与えられるものとする｡

(3)学術協力省の採用条件は､-般的な服務法上の条件の他に､Ijiミ則としで大学の学習を修了

していることである｡

(4)第 1項及び第2項は､芸術協力者にもこれを準用する｡

第55粂 教育受託者 (Lehrbeauftragte)

授業を補完するために､教育任務はこれを委託することができる｡芸術大草においては､

ある専攻の投薬斑供の確保のためにも､教育任務は委託することができる｡教育受託者は､

その者に委託された敬弔使命を独立して遂行するo教育任務の委託にあたっては､報酬が支

払われる｡ただし､教育受託者が報酬を放棄するLf"L合､又は教育の委託によって生じる負担

が本務の公勤務における活動の職務の算定にあたり対応 した考慮が行われているyTwL合はこの

限りではない｡

第56粂 特別任務教員

大学数D採用の条件が要求 していない､主として実践的な熟練及び知織が必要である場

合､これを本務として従姉する特別任務教員に委託することができる｡

第53粂 学術協力者及び芸術協力者

(I)学術協力者は､学術的業務達成を秋せられた′自吏 (Beamte)及び職員 (Angestellte)杏

いう.医学の領域では､怨者の扶養に従事することt)学術的薬務達成に含まれる｡理由が

認められる場合､学術協力者は､研究及び教育における任務を独立して遂行することがで

きる｡

(2)博士号の取締雄櫛又は付加的な学術的速成の調達に必要とされる､)g日収付きで従訴してい

る学術協力省は､その昔の井務沈船の枠内で､自分自身の学術的活動のための十分な機

会が与えられるものとする｡

(3)学術協力者の採用条件は､一般的なFIR務法上の条件の他に､lu講則として大学の学習を修了

していることである.

(4)第 1項及び第2項は.芸術協力者にもこれを準用する｡

第55粂 教育受託者 (Lehrbeauftragte)

授菜を補完するために､教育任務はこれを委託することができるQ芸術大草においては､

ある専攻の授業斑供の柾保のためにも､教育任務は委託することができる｡教育受託者は.

その者に委託された教苛使命を独立して遂行する｡教育任務の委n:にあたっては､報酬が支

払われるQただし､教育受託者が報酬を放棄する勘合､又は教育の委託によって生じる負担

が本務の公勤務における活動の職務の算定にあたり対応 した考lLubが行われている場合はこの

限りではない｡

第56粂 特別任務教員

大学数11採用の条件が要求 していない､主として実践的な熟練及び知暇が必要である場

合､これを本務として従姉する特別任務教員に委託することができる0
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2-2.大学教員に関する統計

以下の表を参照｡ ｢大学教職員の数｣(表 1)､ ｢教授の内訳(大学の種類別 ･給与体系別)｣(義

2)､ ｢教授の内訳 (大学の種類別 ･年齢別)｣(表 3)｡

表 1 大学教職員数の推移 (2000年から2009年)

内訳 2000年 2001 2002 2003 2004 2005 2006 2007 2008 2009

守:チ

教授 37,794 37,661 37,861 37,965 38,443 37,865 37,694 38,020 38,564 40,165

講師,助手 14,362 14,602 13,777 13,285 13,393 9,874 8,068 6,157 4,862 4,206

学術 .芸術協力者 98,678 101,524 106,024 108,318 106,416 111,343 116,630 123,545 133,497 146,127

特別任務教員 6,382 6,602 6,681 6,506 6,537 6,655 6,831 7,231 7,874 8,243

計 157,216 160,389 164,343 166,074 164,789 165,737 169,223 174,953 184,797 198,741

客員教授,退職教授 1,974 2,029 1,690 1,450 1,406 1,178 1,416 1,235 1,316 1,402

教育受託者 46,760 47,886 50,857 54,207 53,356 56,756 60,321 65,013 67,232 76,773

学術補助員 13,346 14,655 14,652 15,431 16,827 16,515 17,978 18,863 21,424 24,126

計 62,080 64,570 67,199 71,088 71,589 74,449 79,715 85,111 89,972 102,301

264,851 265,402 266,285 264,848 259,716 253,709 250,688 254,926 258,909 268,192

4,513 3,704 3,655 3,236 3,090 3,309 4,250 3,623 3,657 4,130

合計

(出典)StatistischesBundesamt(2010),S.23.

表 2 教授の内訳 (大学種類別 ･給与体系別) (2009年)

小計 総合大学 教育大学 神学大学 芸術大学 専門大学 行雲塁門

俸給表 C4 7,811 7,171 68 66 498 8

俸給表 C3 10,730 4,335 92 4 515 5,641 143

俸給表 C2(期限なし) 5,702 655 5 46 415 4,461 120

俸給表 C2(期限付き) 1,087 640 1 6 40 388 12

俸給表W3 5,389 4,725 176 6 337 144 1

俸給表W2 8,018 2,860 7 320 4,760 71

ジュニアプロフェッサー 994 978 8 1 7

客員教授 (本務) 434 259 115 60

2-2 大学数負に関する統計

以下の寂を参照｡ ｢大学教職Llの数｣(袈 1)､ ｢教授の内訳(大学の種類別 ･給与体系別)｣(袈

2)､ ｢教授の内訳 (大学の椛類別 ･年齢別)｣(衷3)｡

安 1 大学数職員数の推移 (2000年か ら2009年)

本務数日教授 計

漉務教ii 胃十

木務職ii(1帯揚.図寄掛,技術,その他)

水耕職ii技術.その他)

く出典)StatlStlSChesBllndesamt(2010),S23

表 2 教授の内訳 (大学棟額別 .給与体系別) (2009年)

小計 総介大学 教育大学 神学大学 芸術大半 将門大学

修給衣 C4

仲給袈 C3

悼論文 C2(期限なし)

作結末 C2(期限付き)

悌給衣 W3

俸給3zW2

ジュニアプロフェyサ-

客員教授 (本務)

10,730 1I,335 92

5,702 655 5

1,087 6LlO I

5,389 4,725 176

8,018 2.860 7

99J1 978 8

43E1 259

4 515 5.6LH

46 415 4,461

6 40 388

6 337 IL14

320 4,760

1 7

115 60

2-2 大学数負に関する統計

以下の寂を参肌 ｢大学教職Dの教｣(袈 1)､ ｢教授の内訳(大学の稚類別 ･給与体系別)｣(衷

2)､ ｢教授の内訳 (大字の椀簸別 ･年齢別)｣(衷 3)｡

衣 1 大学教職Ll数の推移 (2000年か ら2009年)

内訳 2000{車 ool l 2002 1 2003 日 004 1 2005 l 2006 L 200 7 1 2008 1 2009

本務教Li教授 針

漉務叔Li 計

本務礎11

二枚耕脚Li技術.その他)

(出典)StatlStlSChesBllndesamt(2010),S23

表 2 教授の内訳 (大学称税別 ,給与体系別) (2009年)

小計 総介大学 教育大学 神学大学 芸術大学 呼PLl大学

伶鈴音そC4

体結末 C3

悌給恕 C2(期l眼なし)

悼結未 C2(期限付き)

悌終末 W3

締結袈 W2

ジュニアプロフェッサ-

客員教授 (本棟)

10,730 1I,335 92

5702 655

1,087 640 1

5.389 4.725 176

8,018 2860 7

99J1 978 8

434 259

LL 515 5.6Ll1

46 415 4.LL61

6 40 388

6 337 1Ll4

320 4.760

1 7

115 60




